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る。本物質の 1%水溶液はオキシトシン0.21. U/cc の溶液よりも強い平滑筋収縮作用を有する。血圧下降
は末梢血管拡張性を示す。本物質は家兎の血清鉄を増加し，肝，腎，牌，心の ferritin 鉄および hemos­
iderin 鉄といった貯蔵鉄を減少するが血液鉄には著切な影響を及ぼさない。 そのマウスに対する LD5()
は95必の信頼度で、0.002985 土 o. 0004342g/ g (体重)である。本物質の化学的性質は窒素含量6.5%でニン
ヒドリン， ドラーゲンドルフ，ジアゾの各反応は陽性，ピユレット，オルシノール塩酸，ニトロフ。ルシツ
H00 ドの反応は陰性であり，ヤツフエ反応は加熱により呈色する。紫外灯下蛍光を有し， U.V. では入品x
を有しない。本物質をさらに各種化学的操作で、分離，追求すると三有効成分からなることを認めた。この
成分の一つは塩酸処理で、沈澱し， n-ブ、タノール:酢酸:水の裕媒系で上昇法ペーパークロマトグラフイ
ーの結果 Rf 0.10を示し， 分解点220'""-'3 0 Cのピクラートを生ずる物質である。 他の一つは上記同様のペ
ーパークロマトグラフイーにより RfO.15 を示すタルクに良く|没者され， ニンヒドリン反応で特長ある桃














には生物試験法との欠点に由来しているもので， 著者は心臓ホルモンの bioassay に用いうる特異的生物
反応を検索してきたが，放射性同位元素 32p の心筋巾への incOlporation によって心臓に対する作用を間
接に見出す乙とが出来ることを認めた。心臓機能抑制性有効物質またはその一成分であるアンゼリンのラ
ットへの投与は同時に与えた 32p の心筋中への incorporation を減少させ，これに反し心臓機能促進性の
心ーカリクレインでは増大させることを見出した。乙の事実はまた著者により提唱された促進』性と抑制性
の二因子説の裏付けともなり，放射性同位元素 32p の心筋中への incorporation に明らかに逆作用となっ
て実証されたのである。この作用の検出には percentage incorporation , 比放射能でも同様に認められる
が， percentage incorporation と心臓重量を共分散分析した場合に最も検出能率が良い。 しかし生物学的
検定法として確立するにはラットまたはマウスで、は用量一作用関係に一次的回帰関係をつかむことが困難
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であったが，勝化後 2 日目もしくは 4 F3日の堆雛については 2rから 500 r/乙hick の用量範囲でほぼ直線開
係を認め，本生物反応が心臓作用活性物質に対する生物学的検定法たり得る乙とを確信した。
以上本研究により(1)心臓ホルモンの ATP ， AMP 説の否定。 (2) 心臓ホルモンに関する促進性，抑制
牲の二因子説の提唱。 (3)抑制性有効物質の精製とその諸性質の解別。 (4)抑制性因子の多成分性の証明，
と三有効成分の分離。とくにそのー有効成分として牛心筋中より -ﾟalanyl-l-methyl histidine の分離。
(5)ー促進性有効蛋白物質として心ーカリクレインの単離。 (6) 32p の心筋中への incorporation による










である ß-alany l-l-methy lhistidine は，別にウサギの筋肉より抽出したものと同定し確認しているが，ウシ
心筋からの β-alanyl-l-methylhistidine の単離という問題は現在までその寄在が認められておらずここに




動，超遠心分離で単Lー牲を示し， アミノ酸12種よりなる等電点 pH 5.5，沈降恒数吾: 2.61X10- 13 , U. 
v. 入max 275mμ の糖質を含む蛋白質である。 血圧も下降するし，心ーカリクレインと命名している。こ
れもその存在が Bioassay で認められているが単離は始めてである。
以ヒ本研究により (1)心臓ホルモンの ATP 説の否定， (2)心臓ホノレモンに関する抑制性，促進性の二因
子説の提唱， (3)抑制性物質並びに促進性物質の多成分牲の証明， (4) ß-alanyl-!-methylhiStidine の単離
, (5)心ーカリクレインの単離， (6) 32p を用いる心臓ホルモン検定法の確立，を成し得たものと認める。
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